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研究成果の概要：本研究は，最近低価格化が進んでいる温湿度データロガーを多数用いて本庄
キャンパスの環境データ（気温・湿度）を観測し，その結果を用いて等値線マップを作成する
教材開発を目的として実施した．まず，比較的低価格で入手しやすい 2機種について，その性
能差を検証して研究目的に合ったデータロガーを選定した．また，導入した同一機種複数個を
等しい環境下で作動させて器差を測定した．センサーを日射や風雨から守るためのラジエーショ
ンシールドは，ホームセンターで入手できる材料を用いて自作し，シールドが測定値に与える
影響，耐久性について検証中である．

研究成果の学術的意義や社会的意義
　自然環境の変化を把握するには点のデータだけでなく，面や空間のデータを捉える必要があ
る．多変量である空間データを認識しやすくするには三次元の地形を等高線で示した地形図や，
各地の気圧を等圧線で示した天気図のように，データを縮減した等値線で描くことが一般的で
ある．昨今の高校生はこうしたデータ縮減や，縮減されたデータを高次元の空間へ戻した状態
をイメージすることに不慣れである．そこで，申請者の勤務先であり，森林や裸地など土地環
境の変化に富む本庄キャンパスの環境データ（気温・湿度）を温湿度データロガーを多数用い
て観測し，等値線マップを作成して環境変化の特徴を読み取る教材の開発を試みた．

研究分野：地球科学

キーワード：地学教育，気象観測，環境教育

１．研究の目的
　自然環境の変化を把握するには点のデータだけでなく，面や空間のデータを捉える必要があ
る．多変量である空間データを認識しやすくするには三次元の地形を等高線で示した地形図や，
各地の気圧を等圧線で示した天気図のように，データを縮減した等値線で描くことが一般的で
ある．昨今の高校生はこうしたデータ縮減や，縮減されたデータを高次元の空間へ戻した状態
をイメージすることに不慣れである．そこで，申請者の勤務先であり，森林や裸地など土地環
境の変化に富む本庄キャンパスの環境データ（気温・湿度）を温湿度データロガーを多数用い
て観測し，等値線マップを作成して環境変化の特徴を読み取る教材の開発を試みた．

２．研究成果
⑴まず，比較的低価格（2～ 3万円）で入手しやすい温湿度データロガー 2機種（佐藤計量 SK-
L200TH IIαおよび LASCAR EL-USB-2-LCD+）について，センサー感度等の性能差を検証した．
SK-L200TH IIαはセンサー分離型であり分解能が高い．一方 EL-USB-2-LCD+はセンサー一体
型のスティックタイプであり，IP67の耐塵・防浸性能をもっている．同一条件で測定した結果，
第 1図のように温度・湿度とも両機種で同様の変化傾向を示したが，SK-L200TH IIαの方が高
分解能のため，より細かな変化を捉えられることがわかった．この特性は特に温度測定におい
て顕著であった．このため，本研究の目的に合ったデータロガーとして SK-L200TH IIαを選定
した．



⑵次に，選定した SK-L200TH IIαを複数
台（当該補助事業外の研究費で購入したも
のを含めて 12台）導入し，等しい環境下
で作動させて測定値のばらつきを検証し
た．その結果，12台の温度の差は 0.3°C～ 1.4
°C，相対湿度の差は指示値（単位 %）で 0.5
～6.7であった（第2図）．この結果を踏まえ，
温度については標準温度計で求めた標準値
との校正を行った．温度に関しては基準値
よりも若干高めの数値を示す傾向にある．
湿度については静電容量型湿度センサーを
もつ温湿度計（サーモポート製 TP-200HG）
との比較を行ったが，ロガーの湿度は TP-
200HGより低い指示値を示す傾向にあり，
最大で 8ポイントほどの差があった．この
ため，アスマン通風乾湿計による計測や飽
和塩溶液を用いた計測によって，より正確
な校正を行う必要が残される．

⑶測定器を屋外に設置するためには，セン
サーを日射や風雨から守るためのラジエー
ションシールド，ロガー本体を収める容器，
それらを支えるスタンドが必要である．特
に既製のラジエーションシールドは非常に
高価なため，ホームセンターで入手できる
植木鉢の鉢皿を用いて設計・自作した（第
3図）．ロガーを収める容器は電設工事用の
防雨ボックス，スタンドはキャンプ用のラ
ンタンスタンドを利用し（第 4図），1台当
たり約 8,500円の予算で作製することがで
きた．シールドが測定値に与える影響，耐
久性については現在検証中である．
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第 1図．温湿度データロガー 2機種の比較．温度・湿度と
もに同様の変化傾向を示すが分解能が異なる．

第 2図．SK-L200TH IIα（12台）の温度・湿度変化．屋外（軒
下）に設置し，48時間の推移を表したもの．若干の器差は
あるが同様の傾向を示す．

第 3図．ラジエーションシールドの設計図．コスト削減のため植木鉢の鉢皿（白色ポリプロピレン製）を用いて自作した．

0

4

8

12

0 6 12 18 24 30 36 42 48

0 6 12 18 24 30 36 42 48
20

40

60

Te
m

pe
ra

tu
re

 [°
C]

Re
la

tiv
e 

hu
m

id
ity

 [%
]

Time [hours]



⑷現在は検証とデータ取得の途中段階である
が，自作シールドを用いた低価格データロガー
による測定であっても環境解析の教材として
十分な精度が見込まれる．また，低価格であ
るため台数を増やすことが可能であり，ある
範囲の温湿度の変化を面で捉えることができ
るため教材化用のデータとしてさまざまな活
用法が期待できる．ラジエーションシールド
の設計（材質・形状など）については改善の
余地があるが，生徒に工夫させて製作・検証
させる教材としても活用できると考えられる．
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第 4図．観測ステーション．シールドは植木鉢の鉢皿，
ボックスは電設用防雨ボックス，スタンドはキャンプ
用のランタンスタンドを利用している．


